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【概要】
○総合科学技術・イノベーション会議（CSTI）が、Society5.0の実現に向けてバックキャストにより、社会的課題の解
決や日本経済・産業競争力にとって重要な課題を設定するとともに、そのプログラムディレクター（PD）・予算配分をト
ップダウンで決定。
○基礎研究から社会実装までを見据えて一気通貫で研究開発を推進。
○府省連携が不可欠な分野横断的な取組を産学官連携により推進。マッチングファンド等による民間企業の積極的な
貢献。
○技術だけでなく、事業、制度、社会的受容性、人材の視点から社会実装を推進。
○社会実装に向けたステージゲート（プログラム開始3年目）やエグジット戦略（SIP後の推進体制）を実施。
○ SIP第３期では14課題を令和5年度より実施中。

戦略的イノベーション創造プログラム（SIP）概要

〇課題数：11課題
〇予算額：
1～4年目：325億円、
5年目：280億円

〇課題数：12課題
〇予算額：
1年目：325億円、
2～5年目：280億円

〇課題数：14課題
〇予算額：
1～3年目：280億円
4年目：319.5億円

第１期
H26－H30年度

第２期
H30－R4年度

第３期
R5－R9年度

＜SIPのこれまでの経緯（課題数、予算）＞
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〇 令和5年度から開始するSIP第3期に向けて、Society 5.0からバックキャストで課題候補を選定し、フィージビリティス
タディ（FS）を実施。

〇 FSの結果を踏まえ、事前評価を実施し、令和５年1月26日のガバニングボードで、14の課題を決定するとともに、そ
れらの「社会実装に向けた戦略及び研究開発計画（戦略及び計画）」案を作成。

○ 戦略及び計画案のパブコメ、PDの公募を経て、令和５年3月16日に戦略及び計画とPDを決定。
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先進的量子技術基盤の
社会課題への応用促進

一人ひとりの多様な幸せ（well-being）が実現できる社会
【科技イノベ基本計画第1章3.(1)②】

国民の安全と安心を確保する持続可能で強靭な社会
【科技イノベ基本計画第1章3.(1)①】

海洋
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データ
データ

統合型ヘルスケアシステムの構築 包摂的コミュニティプラットフォームの構築

スマート防災ネットワークの構築 海洋安全保障プラットフォームの構築

②心身の中リスク者を早期に見
つけ落とさない仕組
プレハイリスク層＋ポピュレーション層
へのアプローチ（新設）

①セーフティネットとしてハイリスク者を守る仕組
（従来から整備）：ハイリスク者へのアプローチ

③well-beingを高める仕組
ポピュレーション層への
アプローチ（新設）
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ポピュレーションアプローチとハイリスクポピュレーション
アプローチの二つの機能を持つシステムづくりが重要

要介入支援層
自治体・関係機関との
連携により、より専門
的な支援が必要な層

SIP第3期課題決定過程
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SIP第1期、第2期からの発展
■防災・減災分野のSociety5.0における将来像
気候変動等に伴い災害が頻発・激甚化する中で、災害前後に地域の特性等を踏まえ
災害・被害情報をきめ細かく予測・収集・共有し、個人に応じた防災・避難支援、自
治体による迅速な救助・物資提供、民間企業と連携した応急対応を可能とする。

レジリエントな
防災・減災機能の強化

府省庁が独自に収集する災害情
報、観測、予測情報等をリアル
タイムで共有する仕組みの構築

府省庁 府省庁

自治体

府省庁

自治体 民間企業

市民
(個人)

国家レジリエンス
（防災・減災）の強化

国・市町村の統合システムにつ
いて、最先端技術を取り入れた
研究開発を行い、国および異な
る対応の複数の自治体で実用化

スマート防災ネットワーク
の構築

「災害対応を支える情報収集・
把握の高度化」と「情報分析結
果に基づいた個人・自治体・企
業による災害への対応力の強
化」

第1期 第2期 第3期

第1期から第3期にかけてのターゲットスコープの変化

連携のイメージ

SIP4D SIP4D

IDR4M

SIP4D
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「スマート防災ネットワークの構築」の概要
■課題概要
現実空間とサイバー空間を高度に融合させ、先端ICT、AI等を活用
した「災害対応を支える情報収集・把握のさらなる高度化」と「情報
分析結果に基づいた個人・自治体・企業による災害への対応力の強
化」に取り組む。

■ Society 5.0における将来像
巨大地震や頻発・激甚化する風水害に対し、企業・市町村の対応
力の強化、国民一人ひとりの命を守る防災行動、関係機関による迅
速かつ的確な災害対応を実現し、社会全体の被害軽減や早期復興
の実現を目指す。
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■本課題で構築するスマート防災ネットワーク

サイバー空間

災害への対応
○個人・自治体・企業・実動機関による災害

 への対応
○自治体による迅速な救助・物資提供
○民間企業と連携した応急対応

現実空間

水位計

情報分析・シミュレーション
○多様な収集情報に基づき、現実空間を再現
したサイバー空間で時々刻々変化する気象、
被害状況、リスクをリアルタイム分析・予測
○各種災害シミュレーションで、被害・社会的
影響を自動で予測し、災害リスクを可視化

対応方針の自動生成・立案支援
○予測分析結果を踏まえ、適切な対応方針を
自動生成するとともに、災害対応の最適化・
意思決定支援に資する情報を提供
・適切な避難誘導、救助、応急対応
・効率的な部隊派遣、インフラ制御 等

災害情報等の収集・把握
○災害前後に、地域の特性等を踏まえ、
災害・被災情報をきめ細かく予測・収集

防災IoT

停電

SNS

建物等

スマート
メーター

気象

ドローン

小型
人工衛星
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